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北関東の製造拠点と海外をつなぐみなと
～臨海部及び内陸部に立地する企業を支える物流拠点～
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臨海部への大手建設機械メーカーの新規立地により、
２，０００人以上の新規雇用と１，0００億円以上の新規
民間設備投資を創出。

茨城県

茨城港常陸那珂港区
国際物流ターミナル整備事業

茨城港常陸那珂港区
国際物流ターミナル整備事業

建設機械等で
混雑する北ふ頭

３隻同時に
北ふ頭に接岸

・取扱貨物量（建設機械、完成自動車等）の増加への対応
・取扱貨物の中央ふ頭地区へのシフト、分散化による北ふ頭

地区の混雑緩和

○中央ふ頭地区岸壁（水深12m）の整備効果

： 岸壁整備前の建設機械移出の動き

： 岸壁整備後に加わる建設機械移出の動き

撮影 ： 平成26年3月

日立建機(株) 臨港工場
平成20年8月 操業開始

(株)コマツ 茨城工場
平成19年1月 操業開始

岸壁（水深12m）(耐震)：270m
平成27年度完成

岸壁（水深12m）：270m
平成32年度完成予定

北ふ頭地区

中央ふ頭地区

南ふ頭地区

＜茨城港常陸那珂港区の概況＞

群馬県：128件
栃木県：78件

茨城県：147件

埼玉県：45件

千葉県：33件

神奈川県：12件

東京：1件

平成25年度における新規工場立地動向

茨城港
常陸那珂港区

北関東自動車道

： 工場立地位置

関東地方における新規工場立地状況

Ｃ社

Ｂ社

Ａ社

内陸部に立地する企業にとって、主要な移輸出の拠点となって
おり、企業の生産活動を支える。
・企業の一例（大手自動車メーカー）

Ａ社：栃木県上三川町、 Ｂ社：茨城県古河市、
Ｃ社：群馬県太田市

常陸那珂港区より輸出される建設機械と完成自動車が、
取扱貨物量全体の約９割を占める。

第４次
社会資本整備

重点計画
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